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１．研究計画の概要 

考古遺跡から出土する動物遺存体の整理、分

析を基本にしながら、遺伝子解析、安定同位

体による食性分析、ＡＭＳ放射性炭素年代測

定の自然科学分析法を用いた共同研究を推

進して、東アジア各地における家畜の伝播と

拡散を明らかにすることを目的とする。その

対象地として、中国、台湾、韓国他から試料

の提供を受け、東アジアから東南アジア全体

での家畜の受容の年代とその拡散のプロセ

スを明らかにしたい。 

 
２．研究の進捗状況 

中国浙江省田螺山遺跡、韓国金海会峴里貝塚

などの報告書を刊行することができ、環境考

古学、動物考古学関係を分担執筆することが

できた。2009年、2010年とラオスの民族考

古学調査を実施し、セキショクヤケイ、イノ

シシの標本を入手製作するなど新しい研究

に着手した。 

３．現在までの達成度 

中国、韓国における家畜、特に豚・牛・馬の

出現や普及の年代は一定の見通しをつける

ことができた。日本との関連を具体的に年代

づける作業がこれから必要となる。東南アジ

アにおける家畜・家禽の研究は、いまだその

端緒についたままである。 

 

４．今後の研究の推進方策 

遺跡出土動物遺存体に基づき、中国、朝鮮半

島、日本における家畜・家禽の出現時期の解

明と、その形質を明らかにしたい。そしてラ

オスの民族考古学を報告書としてまとめた

い。 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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